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利用・用途・応用分野

Ｔｈ２免疫賦活剤としての薬品や、ワクチン開発

目的・課題 解決ポイント

現状、ｉｎ ｖｉｖｏで使用する上でＴｈ２免疫
賦活活性の十分な効果を有する物質は、
未だ見つかっていないため、Ｔｈ２免疫
賦活活性を有する物質の探索は、Ｔｈ１
側に傾いた免疫反応のバランスをＴｈ２
側に戻す治療薬としてだけでなく、Ｔｈ２
免疫賦活化の初期におけるメカニズム
を解明し、アレルギーの予防、治療薬
開発のための知見を得るためにも重要
である。ｉｎ ｖｉｖｏで強いＴｈ２免疫賦活化
を引き起こすＴｈ２免疫賦活剤を提供す
ることを課題とする。

Ｎｂから漏出した成分には高いＴｈ２
免疫賦活作用があるのではないかと
考え、その成分を探索するために、
精製やその後の製剤化が不利と考
えられるＮｂの水難溶性画分につい
て検討することとした。そして、界面
活性剤の１つであるTritonX-114を用
いて抽出したＮｂ由来の界面活性剤
画分（水難溶性画分）には、従来技
術では得られていない高いＴｈ２免疫
賦活作用があることを見い出した。
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本発明のＴｈ２免疫賦活剤によると、
単回の経口投与によるＴｈ２免疫賦
活剤、特にアジュバントを併用しなく
てもよい副作用の少ない免疫賦活
剤の開発や、ワクチン開発に繋が
ることが期待でき、さらに、Ｔｈ２免
疫賦活化の初期におけるメカニズ
ムを解明する基礎研究にとっても有
用なツールとなることが期待される。
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Ｔｈ２免疫賦活剤（ＴＸ）、寄生虫全成分（ＡＷ）又は
ＰＢＳの投与後７日及び１４日における各群の体重を示す図




